




 

生物が年間を通して出現した（図4）。特に夏季（7月）

には18種の生物が確認され，前年同期（7種）を大幅に

上回った。個体数においても夏季には約1300個体が出現

し，前年同期（約500個体）を大きく上回った。これを

反映し，多様度指数も3.0と前年同期（1.2）よりかなり

高かった。秋季（10月）においてもほぼ同様の傾向が認

められ，種類数，個体数，多様度指数とも前年同期を上

回った。一方，St.B（タコノボリ）については前年と類

似した底生生物の出現動向を示し，種類数，個体数，多

様度指数ともほぼ同水準で推移した（図4）。 
 St.A（立神）においては，多様度指数の高さを反映し，

底生生物の種組成も多様であった（図5）。特に夏・秋

季においては，前年同期は多毛類が卓越する単純な種組

成にあったが，今期は甲殻類や二枚貝類も多く，多様な

種組成を示した。汚濁指標種であるヨツバネスピオＡ型

(多毛綱)は7月で全体個数の6％（前年同期22%），10月
で22％（前年同期80％）といずれも前年同期の水準を大

きく下回った。St.B（タコノボリ）については，前年同

様，多様な種類の底生生物がバランスよく出現した。こ

うした底生生物出現の背景にあった底質については，

AVS，TC，TOC，TNとも前年同期とほぼ同水準で，類

似した年変動を示した（図6）。顕著な底質の改善が見

られない中，特にSt.Aの夏・秋季で多様な生物相を形成

できたのはなぜだろうか。 
英虞湾の環境における今年度の最も大きなイベント

として，夏季に伊勢湾系水が英虞湾内に広く浸入したこ

とがあげられる。今回のような大きな規模で伊勢湾系水

が英虞湾内に浸入したのは珍しい現象と言える。伊勢湾

系水は10m程度の厚みを持ち，湾奥部では底層まで攪拌

され，海況は一変した。成層化が顕著になり，貧酸素水

塊の出現が目立ち始めた時点で伊勢湾系水の浸入があ

ったために，貧酸素水塊の形成は安定せず，断続的な出

現にとどまった。このことが底生生物の生息に好影響を

与え，多様な生物相を形成できたものと推測される。 
外洋水（伊勢湾系水を含む）の浸入は，閉鎖性の高い

英虞湾の環境において極めた大きなインパクトを与え

ることがわかった。また，伊勢湾では，近年，シャトネ

ラ属を始め，有害プランクトンの出現が目立つことから，

伊勢湾系水の浸入によって，有害赤潮のシードが英虞湾

に輸送される可能性も危惧される。引き続き英虞湾の環

境監視を継続していくとともに，今後は伊勢湾も含め，

広域的な視野でモニタリングを強化していく必要があ

る。 
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図4. St.A（立神）とSt.B（タコノボリ）における底生生物の種類数， 
個体数，湿重量，多様度指数H'の季節変化 
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図5. St.A（立神）とSt.B（タコノボリ）における底生生物組成の季節変化 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図6. St A（立神）とSt.B（タコノボリ）における底層（B-1m）の溶存酸素量， 
底泥のAVS，TC，TOC，TN の季節変化 
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